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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月27日(2017.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　培地中で三次元培養された細胞を含む試料の画像を作成する画像処理方法において、
　撮像方向に沿った方向に焦点位置を互いに異ならせて前記試料を撮像した複数の原画像
を取得する画像取得工程と、
　前記複数の原画像の各々において、当該原画像を構成する画素のエッジ強度を算出し、
前記複数の原画像間で同一位置に対応する画素を比較して最もエッジ強度が高い画素を選
出する画素選出工程と、
　選出された画素のうち比較的高いエッジ強度を有するものを輪郭画素として、該輪郭画
素の位置を輪郭の位置とする領域内に、前記原画像のいずれかの当該領域に対応する位置
から抽出された画素を配した合成画像を作成する画像合成工程と
を備え、
　前記画像合成工程では、前記輪郭で囲まれる一の領域について、前記画素選出工程にお
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いて選出された画素を当該領域内に最も多く含む一の前記原画像から抽出された画素を配
する画像処理方法。
【請求項２】
　培地中で三次元培養された細胞を含む試料の画像を作成する画像処理方法において、
　撮像方向に沿った方向に焦点位置を互いに異ならせて前記試料を撮像した複数の原画像
を取得する画像取得工程と、
　前記複数の原画像の各々において、当該原画像を構成する画素のうち比較的高いエッジ
強度を有する輪郭画素を特定し、該輪郭画素を輪郭とするオブジェクト領域を抽出する領
域抽出工程と、
　前記複数の原画像の各々から抽出された前記オブジェクト領域内の画素を一の画像に、
かつ前記原画像内での当該画素の位置に対応する位置に配した合成画像を作成する画像合
成工程と
を備え、
　前記画像合成工程では、異なる前記原画像からそれぞれ抽出された複数の前記オブジェ
クト領域が少なくとも一部において前記合成画像内で重複するか否かを判断し、重複があ
るとき、当該重複する領域内の画素については、重複する複数の前記オブジェクト領域の
うち輪郭が最も鮮明な前記オブジェクト領域の画素を配する画像処理方法。
【請求項３】
　前記輪郭の鮮明さは、当該輪郭におけるエッジ強度に対応する画素値を有する画素の光
学濃度により表される請求項２に記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記輪郭の鮮明さは、前記輪郭に対応する各画素について画素の輝度値に基づきエッジ
検出フィルタ演算によりそれぞれ求めたエッジ強度の平均値をＳａ、当該輪郭により特定
される前記オブジェクト領域に隣接する周囲領域の画素の輝度の平均値をＩｓとしたとき
、次式：
　　Ｓｈ＝ｌｏｇ10｛Ｉｓ／（Ｉｓ－Ｓａ／４）｝
の左辺Ｓｈにより表される請求項３に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記複数の原画像の各々において、前記輪郭画素を輪郭とする領域のうち前記輪郭の鮮
明さが所定値以上であるものを、前記オブジェクト領域とする請求項２ないし４のいずれ
かに記載の画像処理方法。
【請求項６】
　エッジ強度が所定値以上である画素が前記輪郭画素とされる請求項１ないし５のいずれ
かに記載の画像処理方法。
【請求項７】
　前記合成画像のうち前記輪郭で囲まれる領域以外には、前記複数の原画像から選出され
た一の原画像から抽出された画素が配される請求項１ないし６のいずれかに記載の画像処
理方法。
【請求項８】
　前記合成画像のうち前記輪郭で囲まれる領域以外には、前記複数の原画像間で同一位置
に対応する画素のうち最も高輝度の画素が配される請求項１ないし６のいずれかに記載の
画像処理方法。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれかに記載の画像処理方法をコンピューターに実行させること
を特徴とする制御プログラム。
【請求項１０】
　培地中で三次元培養された細胞を含む試料の画像を作成する画像処理装置において、
　撮像方向に沿った方向に焦点位置を互いに異ならせて前記試料を撮像した複数の原画像
を取得する画像取得手段と、
　前記複数の原画像を合成して合成画像を作成する画像処理手段と
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を備え、
　前記画像処理手段は、
　前記複数の原画像の各々において、当該原画像を構成する画素のエッジ強度を算出し、
前記複数の原画像間で同一位置に対応する画素を比較して最もエッジ強度が高い画素を選
出し、選出された画素のうち比較的高いエッジ強度を有するものを輪郭画素として、該輪
郭画素の位置を輪郭の位置とする領域内に、前記原画像のいずれかの当該領域に対応する
位置から抽出された画素を配した合成画像を作成し、しかも、
　前記輪郭で囲まれる一の領域について、前記選出された画素を当該領域内に最も多く含
む一の前記原画像から抽出された画素を配することで前記合成画像を作成する画像処理装
置。
【請求項１１】
　培地中で三次元培養された細胞を含む試料の画像を作成する画像処理装置において、
　撮像方向に沿った方向に焦点位置を互いに異ならせて前記試料を撮像した複数の原画像
を取得する画像取得手段と、
　前記複数の原画像を合成して合成画像を作成する画像処理手段と
を備え、
　前記画像処理手段は、
　前記複数の原画像の各々において、当該原画像を構成する画素のうち比較的高いエッジ
強度を有する輪郭画素を特定し、該輪郭画素を輪郭とするオブジェクト領域を抽出し、前
記複数の原画像の各々から抽出された前記オブジェクト領域内の画素を一の画像に、かつ
前記原画像内での当該画素の位置に対応する位置に配した合成画像を作成し、しかも、
　異なる前記原画像からそれぞれ抽出された複数の前記オブジェクト領域が少なくとも一
部において前記合成画像内で重複するか否かを判断し、重複があるとき、当該重複する領
域内の画素については、重複する複数の前記オブジェクト領域のうち輪郭が最も鮮明であ
る前記オブジェクト領域の画素を配することで前記合成画像を作成する画像処理装置。
【請求項１２】
　前記画像取得手段は、前記試料を撮像する撮像部と、前記撮像部の焦点位置を多段階に
変更設定する焦点設定部とを有する請求項１０または１１に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記画像取得手段は、前記複数の原画像に対応する画像データを外部装置から受け入れ
る請求項１０または１１に記載の画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、この発明の他の態様は、培地中で三次元培養された細胞を含む試料の画像を作成
する画像処理方法であって、上記目的を達成するため、撮像方向に沿った方向に焦点位置
を互いに異ならせて前記試料を撮像した複数の原画像を取得する画像取得工程と、前記複
数の原画像の各々において、当該原画像を構成する画素のうち比較的高いエッジ強度を有
する輪郭画素を特定し、該輪郭画素を輪郭とするオブジェクト領域を抽出する領域抽出工
程と、前記複数の原画像の各々から抽出された前記オブジェクト領域内の画素を一の画像
に、かつ前記原画像内での当該画素の位置に対応する位置に配した合成画像を作成する画
像合成工程とを備え、前記画像合成工程では、異なる前記原画像からそれぞれ抽出された
複数の前記オブジェクト領域が少なくとも一部において前記合成画像内で重複するか否か
を判断し、重複があるとき、当該重複する領域内の画素については、重複する複数の前記
オブジェクト領域のうち輪郭が最も鮮明な前記オブジェクト領域の画素を配する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、この発明の他の態様は、培地中で三次元培養された細胞を含む試料の画像を作成
する画像処理装置であって、上記目的を達成するため、撮像方向に沿った方向に焦点位置
を互いに異ならせて前記試料を撮像した複数の原画像を取得する画像取得手段と、前記複
数の原画像を合成して合成画像を作成する画像処理手段とを備え、前記画像処理手段は、
前記複数の原画像の各々において、当該原画像を構成する画素のうち比較的高いエッジ強
度を有する輪郭画素を特定し、該輪郭画素を輪郭とするオブジェクト領域を抽出し、前記
複数の原画像の各々から抽出された前記オブジェクト領域内の画素を一の画像に、かつ前
記原画像内での当該画素の位置に対応する位置に配した合成画像を作成し、しかも、異な
る前記原画像からそれぞれ抽出された複数の前記オブジェクト領域が少なくとも一部にお
いて前記合成画像内で重複するか否かを判断し、重複があるとき、当該重複する領域内の
画素については、重複する複数の前記オブジェクト領域のうち輪郭が最も鮮明な前記オブ
ジェクト領域の画素を配することで前記合成画像を作成する。
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